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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 二
 0
0
 五
 年
の
 暮
 開
市
を
新
た
 

な
 気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

今
年
は
春
闘
が
始
ま
っ
て
五
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
 

あ
 ら
た
め
て
春
闘
の
積
 

極
 的
伝
統
を
継
承
し
、
国
民
春
闘
を
発
展
き
せ
な
け
れ
ば
 
な
り
ま
せ
ん
。
 

全
労
連
は
、
 0
 五
国
民
春
闘
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
 -
 
も
う
一
つ
 0
 日
本
は
可
能
だ
・
 

0
 正
春
闘
の
前
進
で
安
心
・
平
等
・
平
和
な
社
会
 ・
 
と
 し
て
、
全
労
連
に
結
集
 

す
る
す
べ
て
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
奮
闘
を
呼
び
か
け
 
て
い
ま
す
。
 

0
 四
年
も
政
府
や
財
界
の
厳
し
い
攻
撃
が
強
化
さ
れ
る
な
か
 

、
労
働
者
・
労
働
組
 

合
は
着
実
に
運
動
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
労
働
基
準
法
 
へ
の
解
雇
自
由
条
項
の
 

導
入
撤
回
、
無
年
金
障
害
救
済
法
の
成
立
、
球
団
 
数
 削
減
を
 阻
止
し
た
 プ
コ
 野
球
 選
 

手
金
労
組
の
た
た
か
い
な
ど
が
そ
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
確
信
を
持
っ
て
今
年
も
全
力
を
挙
 

-
 
闘
っ
て
こ
そ
前
進
す
る
 -
1
 ｜
 

げ
ま
し
ょ
う
。
 

イ
ラ
ク
派
兵
の
延
長
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
改
悪
の
動
き
 
自
治
体
 っ
 ぶ
し
、
 増
 

税
 路
線
の
強
ま
り
な
ど
に
た
い
す
る
労
働
者
・
国
民
の
怒
り
 

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
 

い
ま
す
。
県
労
連
は
昨
年
十
一
月
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
 
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
 

自
治
体
首
長
、
幹
部
か
ら
小
泉
構
造
改
革
に
た
い
す
る
激
し
 

い
 怒
り
が
表
明
さ
れ
ま
 

し
た
。
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
世
論
と
運
動
の
高
ま
り
は
、
 

昨
年
十
二
月
十
九
日
に
 

-
 
こ
う
ち
九
条
の
 ム
至
 結
成
総
会
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
の
 
会
の
呼
び
か
け
人
は
元
 

自
民
党
高
知
県
連
幹
事
長
、
同
総
務
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
 

百
七
人
と
な
っ
て
い
ま
 

す
 。
ま
た
、
橋
本
知
事
へ
の
 -
 
辞
職
勧
告
決
議
 -
 で
急
速
、
 知
事
選
挙
が
た
た
か
わ
 

れ
ま
し
た
が
、
県
民
は
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
な
ど
の
 

攻
 華
を
跳
ね
返
し
、
 自
 

民
党
県
政
の
復
活
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

労
働
者
の
く
ら
し
の
問
題
で
は
、
昨
年
、
青
年
労
働
者
の
深
 

刻
 な
実
態
の
告
発
が
 

大
き
な
反
響
を
よ
び
ま
し
た
。
 -
 
最
低
賃
金
生
活
体
験
 -
 の
 方
が
リ
ッ
チ
な
生
活
で
 

あ
る
と
い
う
告
発
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
高
知
県
は
最
低
賃
 

金
の
改
善
を
見
な
か
っ
 

た
 全
国
三
県
の
 一
 っ
と
な
り
ま
し
た
が
、
 
0
 五
年
は
必
ず
改
 善
を
実
現
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
生
活
保
護
基
準
に
満
た
な
い
低
賃
金
に
あ
え
 

ぐ
 青
年
労
働
者
が
 、
私
 

た
ち
県
労
連
に
結
集
し
、
人
間
ら
し
い
く
ら
し
を
求
め
て
た
 

た
か
っ
て
い
る
こ
と
が
 

希
望
で
あ
り
、
今
年
は
そ
の
奮
闘
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
 
ま
せ
ん
。
 

政
府
や
財
界
の
憲
法
改
悪
、
大
増
税
路
線
な
ど
は
、
そ
れ
 

自
 体
 が
自
ら
の
基
盤
を
 

突
き
崩
さ
ざ
る
を
え
な
い
矛
盾
を
包
含
し
て
い
ま
す
。
 

あ
ら
ゆ
る
層
と
の
共
同
が
広
が
る
条
件
は
ま
す
ま
す
生
ま
 
れ
て
い
ま
す
。
 

二
 0
0
 

五
年
も
元
気
に
明
る
く
、
楽
し
く
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
 

-
 
フ
 。
 

県
 
ロ
ロ
Ⅰ
 

 
 

他
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執
行
委
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長
高
橋
 
豊
房
 
県
労
連
 

副
 執
行
委
員
長
官
地
宗
夫
県
教
組
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山
佳
代
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教
組
 

田
口
朝
北
見
医
労
連
 

同
席
 孝
京
 国
公
 

前
田
研
高
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一
般
 

  

樫
原
正
彦
県
労
連
 

書
記
長
 

松
 繁
美
和
自
治
労
連
 

書
記
次
長
 
小
笠
原
 
久
 華
原
国
公
 

執
行
委
員
 
山
本
淳
夫
達
文
 労
 

上
付
随
 
敏
 
年
金
者
 
組
 ム
口
 

小
松
 
茂
 弘
高
教
組
 

畑
山
和
則
 県
 教
組
 

酒
井
質
 
せ
 
高
教
組
 

善
家
 
明
彦
福
祉
保
育
 労
 

ぬ
知
稔
 

特
殊
製
鋼
所
労
組
 

 
 

草
野
耕
一
こ
 う
ち
 
生
協
労
組
 

筒
井
敬
二
自
治
労
連
 

加
納
 
私
 史
通
信
労
組
 

会
計
監
査
 
崇
光
健
夫
 郵
 産
労
 

野
村
泰
彦
学
校
生
協
用
品
労
組
 

ム
 ま
田
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0
 の
電
話
相
談
と
面
接
で
の
 
相
 

談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
こ
の
 

間
 、
リ
ス
ト
ラ
解
雇
、
賃
金
の
未
 

ね
い
、
不
払
い
残
業
、
労
災
、
 

年
 

休
 、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
な
ど
、
労
働
 

者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
 

不
満
な
ど
の
相
談
が
約
一
 
0
0
 

件
 程
度
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
労
 

樹
 相
談
を
通
じ
、
労
働
基
準
法
 

を
は
じ
め
と
す
る
労
働
関
係
法
 

が
 無
視
さ
れ
、
働
く
ル
ー
ル
が
 

壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
 

り
に
な
っ
て
い
る
。
毎
日
、
朝
 

木
 

時
 過
ぎ
に
家
を
出
て
 、
 帰
る
時
 

間
は
夜
の
九
時
、
十
時
に
及
ぶ
 

超
長
時
間
労
働
、
そ
の
う
え
に
 

残
業
手
当
が
ま
っ
た
く
支
払
わ
 

  

が
 特
徴
的
に
多
く
な
っ
て
き
て
 

い
る
。
違
法
な
長
時
間
労
働
 
と
 

不
払
い
残
業
が
 、
 多
く
の
企
業
 

で
 横
行
し
 、
 
後
を
絶
た
な
い
。
 
職
 

場
 で
は
不
満
を
持
っ
労
働
者
が
 

モ
ノ
を
言
え
な
い
状
態
が
。
 
労
 

働
 組
合
に
入
っ
て
た
た
か
 
え
ぱ
 

解
決
で
き
る
と
思
わ
れ
る
事
例
 

も
 多
々
あ
る
。
未
組
織
労
働
者
 

に
 組
合
の
必
要
性
を
語
り
、
 
賃
 

金
 ・
雇
用
・
権
利
を
守
る
た
め
、
 

組
合
に
入
ろ
 う
 、
組
合
を
作
ろ
 

う
 、
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
ろ
う
 

と
 呼
び
掛
け
て
い
る
。
 
-
 
た
た
か
 

え
ば
要
求
は
前
進
か
ら
 

-
 と
。
 一
樫
 
）
実
現
す
る
 

こ
う
ち
労
働
相
談
セ
 

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
 
一
 

年
余
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
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十
二
月
十
九
日
、
高
新
文
化
ホ
ー
ル
 

で
 @
 
う
ち
九
条
の
 ム
云
 
-
 の
結
成
総
会
が
 

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
三
百
五
十
 

名
 が
参
加
し
ま
し
た
。
 

ピ
 う
ち
九
条
の
会
 
-
 の
結
成
は
 、
嵩
 

知
県
革
新
 懇
 -
 が
中
心
と
な
り
、
県
内
各
 

層
か
ら
 -
 
呼
び
か
け
 人
 -
 を
募
っ
て
き
ま
 

し
た
。
 -
 
呼
び
か
け
 人
 -
 は
 百
七
名
に
達
 

し
 、
元
自
民
党
県
連
幹
事
長
や
元
総
務
 

会
長
、
元
高
知
県
町
村
会
会
長
、
元
社
会
 

党
 県
議
、
医
師
、
弁
護
 
モ
 、
大
学
教
授
な
 

ど
 幅
広
い
方
々
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
 

す
 。
 
結
成
総
会
で
は
 県
 革
新
懇
の
栗
原
 透
 

さ
ん
が
開
会
あ
い
さ
つ
と
経
過
を
報
告
。
 

-
 
改
憲
勢
力
の
動
き
は
早
ま
っ
て
お
り
 

「
憲
法
を
守
ろ
う
」
の
世
論
と
運
動
を
急
 

速
 に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 -
 

入
 「
こ
そ
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
 

-
 と
強
調
 

し
ま
し
た
。
元
自
民
党
県
連
幹
事
長
の
 

平
山
金
敬
 @
 
元
県
会
議
長
）
さ
ん
は
 
-
 
日
 

恩
 

Ⅱ
団
体
年
会
費
二
千
円
以
 

本
の
憲
法
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
 

る
時
に
改
憲
策
動
が
起
こ
っ
て
い
 

に
墳
り
を
感
じ
て
い
る
 -
-
 

無
法
 

こ
と
は
崇
高
な
使
命
 
-
 と
訴
え
、
 

を
激
励
し
ま
し
た
。
 

結
成
総
会
で
は
、
県
民
過
半
数
 

推
進
、
学
習
会
の
開
催
な
ど
の
生
 

動
方
針
、
栗
原
 透
 さ
ん
、
平
山
公
 

な
ど
九
名
の
方
々
の
代
表
委
員
、
 

長
に
谷
脇
和
仁
弁
護
士
を
、
さ
ら
 

の
事
務
局
次
長
を
選
出
し
ま
し
た
 

ニ
 -
 
う
 ち
九
条
の
会
 -
 入
会
は
 

ノ
 
個
人
入
会
金
百
円
以
 ト
 

『こう 足
 

  

二
 0
0
 

六
年
四
月
か
ら
新
し
い
 

-
 
労
働
 

審
判
制
度
 -
 が
ス
タ
ー
ト
し
ま
ず
。
こ
れ
 

一
 
め
て
い
 

る
こ
と
 

を
 守
る
 

き
 加
者
 

署
名
の
 

面
 の
 活
 

敬
さ
ん
 

事
務
局
 

に
 五
名
 

 
 

-
 
上
 
で
す
。
 

）
 

  

 
 
 
 
山
 
平
 
 
 
ぺ
 
述
 
 
 
熱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
守
 
 
 
条
 
九
 
 
 

  

も
の
で
す
。
 

が
 
排
除
さ
れ
て
い
る
も
と
、
全
労
連
は
全
国
の
地
方
労
働
委
員
会
で
全
労
連
 

ス
 

-
 
公
正
な
任
命
 

-
 を
 求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
 

一
 

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
一
 

の
 
結
果
、
労
働
者
側
審
判
員
総
数
五
百
人
一
 

の
う
ち
、
五
十
一
名
が
全
労
連
推
薦
と
な
～
 

り
ま
し
た
。
そ
の
割
り
振
り
は
、
地
方
 

労
 

連
の
組
織
人
員
に
占
め
る
民
間
労
働
者
の
 

一
 

比
率
が
基
準
と
な
り
、
高
知
県
労
連
か
ら
 

一
 

は
 一
名
推
薦
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

一
 

す
 。
 
労
働
審
判
員
の
推
薦
基
準
は
 

サ
 
0
3
i
0
 

専
従
期
間
も
含
め
て
組
合
役
員
経
験
Ⅰ
 

歳
 以
上
、
社
会
人
経
験
 

1
5
 
年
、
 

 
 
0
 年
 以
上
 

O
o
B
,
o
c
 

も
対
象
、
任
期
中
二
一
年
一
 

間
 
-
7
0
 

歳
と
な
る
者
は
対
象
外
 

 
 

0
 女
性
を
積
極
的
に
推
薦
対
象
 

 
 

0
 推
薦
団
体
は
、
連
合
・
全
労
連
 

 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

訳
 
す
る
予
定
で
す
。
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書
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進
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一
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一
 三
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ノ
 
景
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賞
検
討
中
 

口
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八
日
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締
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切
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十
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先
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労
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書
記
局
 

ノ
 
期
間
 

口
金
額
 
二
月
一
日
も
二
人
日
 

八
万
円
 

⑥ 

ク
イ
ズ
応
募
要
領
 

を
 打
破
し
ょ
う
と
、
青
年
部
が
大
き
 

な
 目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
提
起
 

し
て
い
ま
す
。
 

  

 
 

 
 
  

 
 

[ ョコ の キ円 ① 廷づ 固 

有名詞 ⑥ 20 歳以上 
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